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やっぱり来た!!
営業部門から照会画面
作成の要請が…

営業部門から「顧客マスターの照会画
面を作ってほしい」との依頼が舞い込ん
で来たのは、RPG で作成した「在庫照会」
や「受注入力」の 5250 画面を Delphi/ 
400 で再構築し、ほっとひと息をついた
頃だった。【図 1】

そして、この営業部門からの要求をク
リアするには、Delphi/400 を使って単
に 5250 画面を GUI 化するだけでは適わ
ない、1 つの大きな課題があった。

顧客マスターファイルの
フィールド追加〜
解決するための策は？

当社はこれまで、AS/400 用の流通基
幹パッケージ「D-PACK Ⅱ」のマスター
画面を基本的に使用してきたが、時代の
流れとともに情報システム室では、顧客
情報フィールドの少なさを課題として感

じてきていた。その認識は、営業部門も
同じだったようで、今回の要望は画面の
GUI 化よりも、むしろ顧客（取引先）
情報の追加であるとの理解に至った。

従来の取引先入力画面では、会社名や
住所、担当部署などの管理情報と、確定
済み取引条件（締日／支払日）などの基
本情報のみが登録可能であった。つまり、
取引開始の判断の根拠となるような、定
性的な評価情報の登録ができなかった。

【図 2、図 3】
そこで、仕入先となる取引先について

は、業務委託先選定の妥当性の判断を効
率的かつ合理的に行うためのマスター情
報の整備を行うこととし、仕入先に関す
るより詳細な業務内容、技術スキル、そ
の他の評価項目を顧客マスターに追加す
るとの方針を決めた。

ここで問題になったのは、顧客マス
ターのレイアウト変更による影響であ
る。顧客マスター関連のプログラム量は
膨大で、論理ファイルの削除・再作成や
RPG のリコンパイルの手間などを考え
ると、短期間にはとうてい構築できそう

にない。とはいえ、やはり時間をかけて
でもそうすべきなのか、暗中模索の日々
が続いた。

「5250画面」と「サブ
情報ファイル」の情報を
Delphi/400上で
ドッキング

そして悩んだ末の結論は、「問題解決
までの時間短縮」＝「サブ情報ファイル
の作成」であった。

営業部門からの要求通りに、新規項目
を含むサブ情報ファイルを作成し、既存
の顧客マスターファイルと同期をとる。
これにより、メイン情報は従来の 5250
画面で入力、サブ情報は Delphi/400 画
面で入力し、メインとサブ、2 つの情報
を Delphi 上で一覧表示させて、新たな
顧客マスター照会画面を構築することに
成功した。【図 4、図 5】

なお、各コード項目に対応する値を取
得する目的で、「都道府県マスター」「部
課担当者マスター」「仕入分類マスター」
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業務用イス・テーブル・什器などの
製造・卸販売、インテリア資材販売
および設計・施行を行う。「世の中
にないモノは作り出す」をポリシー
とし、お客様が求めるものを提供す
るためには、1 つのスケッチから商
品を作り上げる。 特注家具の製造・
販売を得意としている。
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図1　在庫照会再構築
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などのファイルも結合し、画面に表示す
る顧客マスター情報を構築している。【図
6 関連ファイルからのデータ取得】

（iSeriesナビゲーターのVisual Explain
画面）

評価
開発に関しては、既存プログラムに一

切修正を行うことなく、ユーザーの求め
る顧客マスター情報を追加し、短期間に
システム対応するという目標を達成でき
た。

また、今回の追加で登録可能とした情
報は、オンライン画面だけでなく、「評
価表」という一覧帳票でも結果を確認で
き、取引先選定の効率化に役立っている。

今回のDelphi/400
開発を通して学んだこと

社内の各部門からの要求に応える際
に最も重要なことは、レスポンスのよさ
ではないかと考える。それを実現するた
めのツールとして、Delphi/400 は今回
も大きな助けとなってくれた。

今後も既存の RPG 資産を活かしつつ、
DB2/SQL をメイン言語として、Delphi/ 
400 で 100％ GUI 化を目指して開発に取
り組んでいきたい。
� M
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図3　顧客マスター登録（5250画面）-2

図2　顧客マスター登録（5250画面）-1
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図5　顧客マスター登録（Delphi400）-2

図4　顧客マスター登録（Delphi400）-1
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図6　関連ファイルからのデータ取得
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